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研究成果の概要（和文）：この研究は、高齢者施設、保育園、ミュージアムでの鑑賞支援場面等

のさまざまなヒューマンケアの場面を、撮影されたビデオデータを用いて、社会学の中で生ま

れたエスノメソドロジーの手法で分析し、その分析結果からさまざまな人間支援システムの開

発を行おうというものである。高齢者施設の研究からは、車いすロボットを、ミュージアムの

鑑賞支援場面の研究からは、ミュージアムガイドロボットを開発した。 

 
研究成果の概要（英文）：This study aims to develop various human support systems for 

human care facilities such as senior homes, nursery schools, and appreciation support 

areas in museums through utilizing video data recorded at such facilities and analyzed 

through the methods of ethnomethodology, an approach derived from sociology. The results 

enabled us to develop a wheelchair robot based on research conducted at a senior home, 

and a museum guide robot based on research conducted at an appreciation support area in 

a museum. 
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１． 研究開始当初の背景 

 研究代表者らは、エスノメソドロジー・会
話分析・相互行為分析を用いて人間同士の相
互行為を分析し、その結果に基づいてロボッ

トや遠隔共同作業システムの開発を行うと
いう研究を行ってきた。 

研究代表者らは、人間の支援システムの開
発には、相互行為の行われる物理的な環境だ
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けでなく、様々な社会的な関係性や文化的な
習慣がおりなす社会的な環境と相互行為の
関係をさらに研究するべきであるという問
題に思いいたった。そこで、保育場面、医療
場面、高齢者施設、車いす使用者の鑑賞支援
等の、様々なヒューマンケア場面における相
互行為と社会的・文化的環境の関係を分析し、
その成果を、社会的な支援システムの構築や、
工学的な支援システム(介助ロボットや自立
型の自動車いすや遠隔的な介助支援システ
ム)の開発に生かすという、今回の研究課題を
構想するに至った。 

 

２．研究の目的 

この研究は、人間の相互行為に関心をもつ社
会学者と、医療や保育等のヒューマンケアの
専門家、および人間支援システムの問題に関
心をもつ工学者との共同研究である。この研
究の目的は、様々なヒューマンケア場面での
相互行為を分析し、その結果を社会的な支援
システムの構築や、工学的な人間支援システ
ムの開発に生かすことである。この研究では、
他文化共生型の保育施設、医療施設、高齢者
施設、ミュージアムにおける鑑賞支援等の、
さまざまなヒューマンケア場面を研究し、相
互行為と社会文化的な環境の関係を研究す
る。また、それぞれの場面における「依頼」
や「拒否」や「指導」や「評価」といった行
為が、どのように相互行為的になされている
のかを、それぞれの場面の長期的な観察から
明らかにする。またその分析の成果を様々な
形での支援システムの開発に生かす。 

 

３．研究の方法 

この研究では、さまざまなヒューマンケア
の現場における相互行為のありさまを、ビデ
オを用いたエスノメソドロジー的研究によ
って明らかにする。またその分析に基づいて、
支援システムの開発を社会科学的視点と情
報工学的視点の双方から行う。それぞれの現
場に於ける研究方法を示す。 

①病院・医療現場 

医療現場の研究に関しては、主に患者教育に
焦点を当てて研究を進める。患者教育は現代
医療においては不可欠な要素として考えら
れている。患者の理解を促すことによって、
より効果的に医療を実践することができる
とされている。本研究では医療現場の実際の
相互行為を会話分析やエスノメソドロジー
の手法を用いて分析することにより、より現
場で活かせる社会的な支援システムの構築
を行う。 

②高齢者施設 

今回の研究では、様々な高齢者介護施設でデ
ータ収集を行い、高齢者－介護者間で行われ
る「依頼」行動がどのような社会関係と結び
ついているかを検討する。 

③保育園 
留学生の子どもが 3分の 2以上を占める保育
室を中心に研究を行う。保育園での給食場面
や遊びの場面を中心にして、撮影を行う。特
に、保育園の保育者にたいする子どもの拒否
がどのような形でなされるかということに
関して分析を行う。また、子ども同士の争い
が、身体的な表現とことばを通してどのよう
に組織化されるかを分析する。 
④ 鑑賞支援 
科学系・美術系・歴史系ミュージアムにおい
て鑑賞行為を撮影する。日本国内だけではな
く、全米日系人博物館などの海外のミュージ
アムで、撮影を行う。科学技術館で鑑賞支援
ロボットの開発を行う。さたに、国内外のミ
ュージアムにおいて、鑑賞の多文化的な背景
を明らかにする。 
⑤ テクノロジー開発 
ヒューマンケアの社会学的分析に基づき、ケ
アロボット、自立型車いす、ミュージアムガ
イドロボットの開発を行う。 
 
４．研究成果 
共生空間においては、人々は複数の他人の

存在を考慮しながら行為をしているのでは
ないかという知見が得られ、その知見を支援
システムに組み込むというアイデアが生ま
れた。こうした研究は、ヒューマンコンピュ
ータインタラクションの最も権威ある学会
CHI(論文 2,11)、HRI (論文 17)、ECSCW(論文
1)で連続して査読論文が採択され、国際的に
も高く評価された。国内でも情報系のもっと
も権威ある学会誌、電子情報通信学会論文誌
(論文 10)、情報処理学会論文誌(論文 3)等に
社会学的知見を含んだ査読論文が複数採択
され、情報処理学会論文賞（論文 3）も受賞
した。さらに、最終年度前年度応募課題「他
者をまえにした対人支援の問題の社会学的
分析に基づく支援システムのデザイン」（基
盤研究 A）が採択され、2010 年度以降は、新
規研究課題（最終年度前年度応募課題）にお
いて、研究を継続的に行っている。 
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